
書店の価値に関する研究 

——電子化時代における書店の存在意義—— 

 

 本研究は、電子化が進む現代において書店の存在意義を考察する。スマートフォンやタブ

レット、電子教科書の普及により、書店を訪れる必要性は低下している。しかし、書店には

棚に並ぶ書籍を眺めながら予期せぬ一冊に出会う偶然性や、紙の質感や重みを味わう体験

など、電子書籍では得られない価値が存在する。また、トークイベントや読書会、地域活動

の拠点としての役割が広がり、書店の社会的意義が再評価されつつある。 

書店の現状を見ると、出版科学研究所の統計によれば、2012 年の 16,371 店から 2014 年

には 14,658店へと、わずか 2年間で約 1,700店が減少している（出版科学研究所）。電子書

籍の販売額は増加し、電子コミック市場の拡大が紙書籍の需要を減少させている。 

 本研究では、書店が果たす役割を多角的に考察した。書店は知識の交差点として偶然の出

会いを生み、児童書や学習参考書を通じて教育支援の場となり、地域の声を反映した展示や

イベントによって交流の機会を創出している。また、読書が義務ではなく楽しみであるとい

う認識を広める取り組みや、読み聞かせ、著者との交流会などを通じて読書習慣の形成して

いる。さらに、カフェ併設や滞在型の空間づくりは、書店を自宅以外の居場所として機能さ

せ、読書そのものを楽しむ場としての価値を高めている。電子書籍の拡大やネット通販の普

及により書店の経営環境は大きく変化しているが、地方では無書店自治体が増加し、都市部

では商業構造の変化が書店減少の要因となっている。こうした変化の中で、書店は紙媒体と

電子媒体の共存を視野に入れながら、地域と連携した取り組みや新しい読書環境の整備を

進めている。 

 以上の考察から、書店は単なる書籍の販売拠点ではなく、読書文化を支え、知的交流を促

進する場として重要な役割を果たしていることが明らかになった。今後は、紙と電子の特性

を活かした読書環境の構築や、地域文化の継承に向けた取り組みが課題となる。 


